
大学教育の更なる質の向上を実現し社会に有為な人材を育成するため、教育の連携・共有・公開による大学教育の充実と社会に対する「知域」

（知の領域）の拡大を目指す。

平成21年度「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」選定取組

取組名称：北海道・関東・東海・近畿の大学連携による「知域」拡大プロジェクト
構成大学：帝塚山大学・札幌大学・創価大学・明治薬科大学・愛知学院大学・名古屋学院大学

● 大学間連携の目的

● 連携取組の内容

NPO法人CCC-TIESコンソーシアムによる

教育的連携の実績をすでに持ち、ICTやe

ラーニングを活用して教育改革を積極的に

推進してきた６大学が教育資源を結集し、

次代を担う青年を育成するととともに、知の

拠点として社会の負託に応え、教育研究成

果を社会に還元していく。

● 期待される効果

• 多様な学力や学習意欲を持つ学生の

ニーズにきめ細かく対応することが可能

となる。

• ファカルティ・デベロップメント（FD）の更

なる充実が促進できるとともに、健全な

大学経営を持続させる管理運営能力や

リーダーシップを教員自身が身につける

新たなFDが期待できる。

• 地域社会の学習を支える知の拠点とし

て地域住民が期待する多岐にわたる文

化・教養と経済活動に資する生涯教育を

提供することできる。
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3.大学連携によるFDの充実

• ピアレビューによる客観性担保
• 教育成果の共有と公開
• 教員の意識改革

１ .連携大学の教育資源の共有
• 講義の共有・相互補完
• 単位互換の推進
• 授業ビデオの活用
• 学生の大学間連携の促進

２ .教育の質保証
• 学士力の実質化
• 教育の質保証の研究

４ .教育の公開と 「 知域」拡大
• 講義の公開と公開講座
• 高大連携
• 生涯教育／企業内活用
• 中国の大学との国際交流

TIES統合
SaaS

教育の継続

①地域経済・文化の活性化
②文化教養資源の共有
③教育技術の共同研究
④コンテンツ流通の促進

国際交流

①講義配信
②教育交流

教育の質の向上

①人材ﾆｰｽﾞと教育のﾏｯﾁﾝｸﾞ
②ｻｲﾊﾞｰ非常勤講師の派遣
③大学授業の外部評価

TI ES利用74大学の教育資源結集
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